
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は「平成」から改元され、令和元年としてスタート

する記念すべき年になりました。 

天候に関しては、ここ数年 暖冬少雪と言われ続けてい

ましたが、それ以上に今年の冬は驚くほど暖かく雪の無い

冬となりました。 

一方で、中国から発生した新型コロナウィルスによる感

染症は、年明け以降国内でも感染患者が増加しており、病

院関係者ならずとも心痛める出来事です。マスクの品不足

を含め、この春号を皆様が目にする頃には落ち着いた状況

になっていると良いと祈るばかりです。 

 

さて、今年度を振り返りますと、松代病院にとって厳しい年になりました。 

厚生労働省から、地域医療構想において、今後のあり方について更に検討を要する病院

と名指しされましたし、県病院局からも、県における財政状況の悪化に伴い、県立病院へ

これまでのような財政支援が期待できなくなることから、この松代病院についてその役割、

あり方の見直しが必要との判断が示されております。 

現在至るこれまでの経緯や、豪雪地で、道路事情の良くないこの地域の特性を顧みない

国の姿勢や県の財政再建の取組を全ての分野に遍く求める県の姿勢それぞれに納得しがた

い部分を感じている方々も少なくないと思います。 

ただし、当地域に医療は不要という結論

を得たということではありませんし、すぐ

に松代病院が無くなるという訳ではありま

せんので、ご安心ください。 

私たち職員一同は与えられた環境の中で

「地域の生活を医療で支援します」という

当院の基本方針を果たすべくベストを尽く

したいと考えております。 

（次ページへ続く） 
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（前ページから続き） 

今年度も医療機器の更新、照明のＬＥＤ、病室のサッシの二重化を実施しました。自由

にできる予算は多くはありませんが、効率的な執行に努め、引き続き施設環境の整備、維

持に努めて参ります。 

11 月にシンポジウムを、「なじょだね健康教室」を適時に開

催することで、今年度も地域の皆さんと一緒に地域医療につい

て考え、あるいは熱中症やインフルエンザへの対応等に取り組

んでまいりました。この取り組みは引き続き継続したいと考え

ております。 

また、今年は新潟県文化振興

財団主催の「ふれあいホッとコ

ンサート」でプロの演奏家の演

奏を聴いたり、ひな祭りコンサ

ートで地元有志の方々による演

奏を楽しんだりと、心安らぐ時

間をご一緒にすることができま

した。このような貴重なひとときを今後も提供できれば良

いと思っています。 

 

繰り返しになりますが、引き続き職員一同、医療の質を維持すべく努力して参ります 

ので、今後とも地域の皆さまのご支援、ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とぴっくす 

  

 10 月 5 日（土）から 6日（日）、”ロ・マン 24ｉｎ

まつだい”に『渋海ベアーズ』として今回も参加しまし

た。 

 スタート時こそ晴れ間が見えましたが、小雨の中の過

酷な条件をものともせずに、無事完走出来ました。 

成績は 97 周（208.110 ㎞）でした。 



 

 今年度も秋の恒例行事となっております「地域の医療を考えるシンポジウム」を令和元

年 11 月９日（土）13:30 より、ふるさと会館で開催しました。 

当日は穏やかな天候にも恵まれ、スタッフを含めますと約 100 名の皆様にご参加いただ

きました。改めて皆様の地域医療や松代病院への関心の大きさを実感いたしました。 

今年度は基調講演、シンポジウムともに「もしもの時、後悔しない生き方 ～人生会議

してみませんか～」と１つのテーマで行いました。 

第 1 部の基調講演では十日町病院診療部長の兼藤先生から

「もしもの時に後悔しない生き方を考える」と題して、もしも

の時に、望んだ治療やケアが受けられるように今から考える、

やっておくことの意味を分かりやすくお話いただきました。 

また第２部のシンポジウムでは基

調講演に引き続き兼藤先生にコーデ

ィネートをお願いし、松代・松之山

地域内の福祉施設などの担当者、医

療関係者から、それぞれの立場で直

面するもしもの時や、それぞれの現場で人生会議という考え方

を普及させていく苦労を発表いただきました。今年度のシンポ

ジウムは、高齢化の進む当地区において、人生の残り時間を考

え、最期を誰と一緒にどう過ごしたいかを考える、良いきっか

けになったと思います。 

併せて、今年度の新しい趣向として、色紙を使って意見をお

伺いするなど、皆様からも参加いただく、会場が一体となった

シンポジウムを目指しました。その効果でしょうか兼藤先生や

シンポジストのお話を頷きながら多くの方々が熱心に聞き入

っておられました。 

今回のシンポジウムが住民の皆様の生き生きとした暮らし

に繋がることを願っております。ご参加くださいました皆様に

は当院職員一同感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 松代病院もこの活動を支援しています！ 

関心のある方は病院玄関にパンフレットがありますのでご覧ください。 

詳しくは厚生労働省のホームページをご覧ください。 

（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02783.html） 



 

 

 

 

 2 月 25 日(火)に『ひなまつりコンサート』を一階ホールで行いました。 

春をテーマに、鍵盤ハーモニカの「クレッシェンド」さんが演奏と歌を披露してくださ

いました。 

なじみ深い曲が多く、観客の皆さんと一緒に歌い、楽しいひと時を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療予定表4月 

ひなまつりコンサート 


